
第２回 西宮浜小中一貫校庁内開校準備委員会にかかる議事録 

 

日 時：平成 30年 9月 21 日（月） 13 時 30 分～14 時 35 分 

場 所：東館 8階 教育委員会分室 

出席者：大和教育次長（委員長）、津田学校改革部長（副委員長）、佐々木学校教育部長（副委員長）、 

河内課長（教育企画課）、澤田課長（教育人事課）、北井課長（教育職員課）、 

岩本課長（校務改善課）、山下課長（学校管理課）、柏木課長（学校施設計画課）、 

竹村課長（学事課）、木戸課長（学校教育課）、飯干課長（学校保健安全課）、 

因幡課長（学校給食課）、粟屋課長（特別支援教育課）、乾課長（教育研修課）、 

中島課長（社会教育課）、牧山課長（青少年育成課） 

事務局：奥谷課長（学校改革推進課）、谷口課長（学校改革調整課）、小濱係長（学校改革推進課）、 

中津係長（学校教育課）、足立嘱託職員（学校改革調整課）、宮崎嘱託職員（学校教育課）、 

司 会：津田副委員長 

 

委員長 １．開会のあいさつ 

事務局 配付資料の確認 

・第 2回西宮浜小中一貫校庁内開校準備委員会 次第 

・西宮浜小中一貫校 庁内開校準備委員会 各課スケジュール概要表 

・西宮浜小中一貫校庁内開校準備委員会 各課進捗管理チェックリスト〔H30.9.21〕 

・西宮浜小学校・中学校の小中一貫校化に伴う校務系システムの検討について 

・教育委員会議 事務局との懇談会 

・西宮浜中学校 PTA 会長、副会長との面談 

・西宮浜小学校 PTA 会長、副会長との面談 

 ２．開校準備委員会設置要綱の一部訂正について 

事務局 ・今回より教育企画課長、社会教育部参事を本会の委員に追加した。後ほど訂正した要

綱を各委員に電子で送付する。 

 ３．協議事項 

（1）各課スケジュール概要表について 

事務局 ・概要表の黄色の箇所は 9／12 の教育委員会議で報告した内容を反映させた。今年度末

に条例改正をし、仮称でもいいので校名を通したい．平成 31 年度以降、今ある小・

中学校を廃校にしていく必要がある。平成 32 年度の開校以降の予定も示している。

今年度の条例改正までは広く一般に説明できない｡平成 31 年度 5，6 月に保護者説明

会、7 月に住民説明会をしていく必要がある。他の課の動きも確認しておいてほしい。

中身を絞り込めていない課もあるので、まだ反映させていない部分がある。 

 質問・意見 

学教課 ・平成 31 年度の条例改正はどの程度のものになるのか？ 

事務局 ・校区外の就学等についてである。 
学教課 ・平成 31 年 12 月の条例改正というのは？ 

事務局 ・平成 31 年 3月に「第 1義務教育学校」という形の仮称しか決まらなければ、12 月の

条例改正で校名を決定するということである。 

学教課 ・各課はいろいろな様式を持っている．考えることがたくさんある。それらを中心とし

て進めていく課はどこになるのか？ 



事務局 ・検討していく。 

 （2）各課進捗管理チェックリストについて          ※ 各課より報告 

教人課 ・職員の配置などいろいろ調整していくことがあるが、まだ表に落とし込んでいない。 

教職課 ・学校の形がどうなるのか見えないので動けない。 

学施計課 ・開校後の処理なので未着手。 

学管課 ・予算のくくりとして、「義務教育学校費」をつくる必要がある。 

学事課 ・学校の枠組が分からないので、最低限必要なものだけ落とし込んだ。 

学改調課 ・廃校と新設校の条例改正を行う必要がある。 

学改推課 ・20 年のあゆみ、学校、児童生徒、保護者、地域の思いを踏まえた閉校・開校行事にし

たいと考えている。 

学教課 ・教育課程について特色がもっと見えるようにする必要がある。学校・地域の声を十分

に聴き取りたい。急ぎ平成 31年度に図書室の整備が始まることに伴う内容がある。 

学保安課 ・健康診断について、小中合同でするのか、医師会との調整、就学児検診は校区がどう

なるのかによってどこで受けたらいいのか、など課題が多い。平成 31 年 4 月決定で

は遅い。 

学給課 ・方向性によって動きが大きく左右される。場合によっては間に合わない。献立、給食

費など課題が多い。施設利用について小中の入れ替えがあるとすごく難しい。 

教研課 ・付属学校の具体を決めていきたい。機能の一部移転について詰めていく。年に 2，3回

開催の検討会を立ち上げる必要があると感じている。 

特支課 ・特別支援学級のあり方について考えていく必要がある。教育課程についてどうするか、

県教委との協議が必要になるものもある。平成 30 年度内に、どうしていくか考えて

いく必要がある。平成 31 年度 5 月に就学に関するガイダンスが始まる。ここで保護

者に対して一定の情報を提供する必要がある。 

校改課 ・今後、各課との連携が増える。 

社教課 ・コミュニティ・スクール、ＰＴＡに関することで大きく関わる。ＣＳディレクターと

して嘱託職員を任命する事を考えている。週休日の木曜日に、月 2回西宮浜小中学校

に行ってもらうような計画を考えている。 

青育課 ・当面はないが、ＰＴＡ、補導委員に関して規則改正が生じる。 

教職課 ・どれくらいのペースで何が決まっていくのか？ 

事務局 ・この「庁内開校準備委員会」とあわせて「設置準備委員会」が両輪としてある。「設置

準備委員会」は、市教委が内容をとりまとめて提案をする場。11月の第 3回「設置準

備委員会」で、校区、施設利用、校名・校章・校歌についてどう決めていくかを決め

る予定。 

事務局 ・こちらベースの話しが多いが、各課からどれくらいのペースで決めていけばよいか、

教えてほしい。 

事務局 ・11 月の設置準備委員会に間に合わせて審議してほしい内容があれば、事前に事務局に

声をかけてほしい。 

 ４．連絡事項 

（1）教育委員会議事務局との懇談会〔9/12〕の報告について 



事務局 ・別紙「教育委員会議（事務局との懇談会）」に、4 人の教育委員の意見を載せている。

Ａ委員は、「スポーツ」ではなく「文化」とすべきではないか、Ｂ委員はコミスクとＳ

ＳＷの常駐について、Ｃ委員は母親目線、海に関する蔵書について。Ｄ委員は義務教

育学校がよい、との意見があった。 

 （2）西宮浜小学校教職員アンケートについて 

事務局 ・小校長が小学校の職員にアンケートをとったものである。現場の声として参考になる

ことがあるので、自身の課に関する内容は見逃さないでほしい。誰が最終的に何を決

めるのか、について整理が必要。 

 （3）西宮浜小・中ＰＴＡ会長との面談について 

事務局 ・保護者の中には情報が少なくて不安になり、転校するとの声が上がっていることも分

かり、ＰＴＡ会長と副会長と面談をしてきた。別紙に内容を載せている。ＰＴＡに市

教委が呼ばれる形で、現時点で分かっている事を伝える形なら問題ないと考えてい

る。 

学事課 ・11 月の所管事務の内容を教えてほしい。 

事務局 ・タイトルは「義務教育学校の方向性について」。 

副委員長 ５．閉会のあいさつ 

  

 


